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第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 平成 26年 2月 10日に公表しました平成 26年 9月期第 2四半期累計期間の業績予想と本日公表の実

績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、最近の業績の動向等を踏ま

え、平成 26年 9月期の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 
記  

 
１．平成 26年 9月期第 2四半期累計期間業績予想と実績値との差異 

（平成 25年 10月 1日～平成 26 年 3月 31日） 
 
（１）連結 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,000 1,300 1,300 1,000 88円 21銭 

実 績 値（Ｂ） 9,514 1,745 1,750 1,189 104円 99銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 514 445 450 189  

増 減 率（％） 5.7% 34.2% 34.6％ 18.9%  

(ご参考)前期同期実績 
（平成 25年 9月期） 

6,606 △177 △415 △314 △27円 76銭 

（注）平成 25年 7月 1日を効力発生日として、普通株式 1株を 100株に分割し、1単元の株式の数を 100株とする単元

株制度を採用しています。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して 1 株当たり四半

期純利益を算定しています。 
 
（２）個別 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,650 950 1,000 750 66円 15銭 

実 績 値（Ｂ） 8,143 1,263 1,290 870 76円 86銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 493 313 290 120  

増 減 率（％） 6.4% 32.9% 29.0% 16.0%  

(ご参考)前期同期実績 
（平成 25年 9月期） 

5,717 △217 △204 △142 △12円 60 銭 

（注）平成 25年 7月 1日を効力発生日として、普通株式 1株を 100株に分割し、1単元の株式の数を 100株とする単元

株制度を採用しています。これに伴い、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して 1 株当たり四半期純

利益を算定しています。 
 

 



 
２．平成 26年 9月期通期業績予想値の修正 

（平成 25年 10月 1日～平成 26 年 9月 30日） 
 
（１）連結 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 16,100 1,750 1,750 1,250 110円 26銭 

今回修正予想（Ｂ） 18,500 3,300 3,300 2,300 204円 13銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,400 1,550 1,550 1,050  

増 減 率（％） 14.9% 88.6% 88.6% 84.0%  

(ご参考)前期実績 
（平成 25年 9月期） 

18,054 2,077 1,762 1,850 163円 22銭 

 
（２）個別 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 13,650 1,400 1,450 1,000 88円 21銭  

今回修正予想（Ｂ） 15,700 2,400 2,500 1,800 159円 75銭  

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,050 1,000 1,050 800  

増 減 率（％） 15.0% 71.4% 72.4% 80.0%  

(ご参考)前期実績 
（平成 25年 9月期） 

15,994 1,696 1,716 1,789 157円 82銭 

 
 
３．差異および修正の理由 

 

当第 2 四半期累計期間につきましては、テレビ、スマートフォン、タブレット端末などのパネル

開発が活発に推移し、第 8 世代以下用のフォトマスク需要が好調に推移いたしました。また、当社

受注製品の構成が改善したことなども加わり、売上高、利益ともに前回予想を上回りました。 
通期業績予想につきましても、第 2 四半期累計期間の業績を踏まえつつ、下期の市況も当初想定

と比べ活況となることを見込んでおり、業績予想を修正いたします。 
 
 
※ 将来の事象に関わる記述に関する注意 

業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、 

今後起こりうる様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


